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 地域医療推進室が発足しました 

     

    

 このたび、地域医療連携センターにおいて、新しく“地域医療推進室”（以下、推進

室）が設置されました。推進室の目的は、『地域住民・地域医療機関と当院をつなぐ架

け橋』となることです。 

 藍野病院は、精神科からはじまり「はつらつ長寿をめざす総合病院」として現在まで

50年歩んで参りました。私たち推進室は、そこで培った当院が誇る高齢者医療、チーム

医療、在宅や施設入所の方々を支える「在宅療養後方支援病院」や「地域包括ケア病

棟」などの医療を、必要とされている方へ丁寧に届けたいと考えております。 

 また同時に、パーキンソン病リハビリ教育入院や有志による認知症プロジェクトによ

り地域への啓発を行なうとともに、地域の皆様からの声を素早く院内へと伝え、ご意見

やご要望にお応えできるよう努めて参ります。 

 私たち推進室は、藍野病院の目となり耳となり口となり、より深くより確かに地域に

根ざした医療を目指します。 

 

 

 

      ≪当院の活動内容について≫ 

 

 1. 在宅療養後方支援病院 

 2. 地域包括ケア病棟 

 3. 認知症も診られる総合診療 

 4. チーム医療 

  (1) 糖尿病 

  (2) 認知症 

  (3) パーキンソン病リハビリ教育入院 

  (4) 関節リウマチ治療 

 5. 要介護予防事業 

  (1) はつらつ長寿ドック 

  (2) 認知症予防ドック 

 6. オープン検査 

  (1) CT・MRI など 

  (2) 認知症スクリーニング検査  

⇒頭部MRI（VSRAD）と臨床心理検査 

 （MMSE・長谷川式・レーブン）を 

  組み合わせた検査 

 7. 訪問看護・リハビリテーション 

 
 

  当院の特色及び活動内容の一部を列挙させて頂きましたが、今まで積み上げ築いて 

 きたものを積極的に発信し、地域医療機関・近隣住民の皆様に広く認識をして頂きた 

 いと考えております。 

 各項目詳細につきましては、あらためてご挨拶に伺い、ご説明をさせて頂きたいと 

思っておりますので、その節はよろしくお願い申し上げます。 

【地域医療連携センターの組織図】 
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クリスマスコンサート 

 恒例となりましたクリスマスコンサートが、12月17日（土）に当院１階ロビーで行なわれ 

ました。職員や大冠高校OBの演奏に患者様やご家族様等が和やかに一時を過ごされました。 

 

【“あいの流パーキンソンダンス®”のご案内】 



 1月26日（木）糖尿病治療を考える会 18：00～19：30 

 場所 独立行政法人地域医療機能推進機構 神戸中央病院  

    講演『最新のインスリン治療HOW TO』 

 演者 吉田麻美（藍野病院 内科副部長兼栄養管理部長） 

 対象 医療関係者 
  

 2月2日（木） 北大阪 糖尿病Small Meeting～経口糖尿病治療について考える～ 19：00～ 

 場所 ホテル阪急エキスポパーク2階「月光」 講演『糖尿病治療の現状と課題』 

 演者 吉田麻美（藍野病院 内科副部長兼栄養管理部長） 

 対象 医療関係者 

 

 2月4日（土） 医療連携懇談会 15：00～19：30 

 場所 ホテルグランヴィア大阪 20階 

 ・『在宅療養後方支援病院について』 演者 杉野正一（藍野病院 院長 神経内科） 

 ・『症例検討 訪問看護導入が有用であった認知症を伴う高齢2型DMの2例』 

                   演者 山本直宗（藍野病院 地域医療連携センター長） 

 対象 医療関係者 

 

 3月11日（土） 超高齢化社会における糖尿病診療を考える会 17：00～ 

 場所 藍野病院 5階多目的室 

 ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞﾘﾏｰｸｽ 『これからの糖尿病診療における課題』 

          吉田麻美（藍野病院 内科副部長兼栄養管理部長） 

 講演『認知症診療の現在と未来』 演者 杉野正一（藍野病院 院長 神経内科） 

 対象 医療関係者 
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平成29年1月～3月 講座・セミナーのご案内 

入院のご相談は「地域医療連携センター」まで TEL:072-627-7611（代） FAX:072-627-3627 

平日（月～金曜日）の20時までは緊急患者様に対応できる体制を整えています。    

 

 認知症ケアチームが活動を始めました！ 

  認知症ケアチームは、入院中の認知症患者様の認知機能の低下を予防し、身体疾患の治 

 療を円滑に受けることができるように、多職種による早期介入や適切な助言を行なうこと 

 が目的です。ケアチームは、医師・認知症看護認定看護師・社会福祉士・臨床心理士・理 

 学療法士・作業療法士・薬剤師・管理栄養士で構成されており、専門職による多方面から 

 のアプローチが強みです。 

  現在は、主に一般病棟、地域包括ケア病棟の患者様に対して、病棟看護師とともに患者 

 様の身体疾患の症状や治療に伴う苦痛が何かを検討し、病棟で継続して実践できるケアを 

 提案しています。 

  身体疾患を発症した認知症の患者様だけでなく、痛みなどの身体の不調または入院によ 

 る環境の変化に適応できず、一時的に認知機能が低下して苦痛や要求をうまく伝えられな 

 い患者様もおられます。そのような場合でも安心して治療を受けることができるように生 

 活リズムを整え、その人の「できる力」が発揮できる環境づくりを行ないます。 


